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津山
（美作高校写真部）
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６月
定例会

（6/1～6/23）

７月
臨時会
（7/7）

コロナ

130億円 を可決

ウイルス
対　　策

３つの観点から対策が示される

感染拡大防止

５月
臨時会

（5/15）

生活・経済支援

新しい生活様式への対応

　５月臨時会では国の緊急経済対策（一人１０万円給
付等）への対応や市独自の感染症拡大防止策、生活・
経済支援事業を中心としたもの、６月定例会では収束
後を見据えた経済対策や社会変革の推進に関する事
業を中心としたもの、７月臨時会では国の補正予算へ
の対応、地方創生臨時交付金を活用した新しい生活
様式への対応等を中心としたものが、それぞれ提案
され、原案のとおり可決しました。
　補正予算では、新型コロナ対策として大きく分けて
３つの観点からそれぞれ時宜に適した対策が示され、
市独自の対策としては６０事業以上の提案がなされま
した。

補　正　予　算　の　概　要

詳細はこちらを
　Check!!（財政課 HP）

第１次補正予算(５月臨時会)
　　　　　約115億５，０００万円
第２次補正予算(６月定例会)
　　　　　約   ２億８，０００万円
第３次補正予算(７月臨時会)
　　　　　約 11億８，０００万円市独自対策への補正額合計　約18億８，８００万円

提案理由を説明する
市長（6/1議場にて）

市内全域で使える地域商品券の発行市内全域で使える地域商品券の発行
２億円２億円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学校ICT環境整備を前倒しで実施学校ICT環境整備を前倒しで実施
３億6,000万円３億6,000万円

児童クラブ等の開設経費や利用児童クラブ等の開設経費や利用
料の支援　　　  料の支援　　　  8,800万円8,800万円

観光需要喚起のため観光キャン観光需要喚起のため観光キャン
ペーンを実施 　ペーンを実施 　4,800万円4,800万円

小・中学校特別教室へエアコン設置小・中学校特別教室へエアコン設置
１億1,000万円１億1,000万円

水道料金（基本料金）の減免水道料金（基本料金）の減免

１億9,600万円１億9,600万円
８月～11月検針分８月～11月検針分４ヶ月分４ヶ月分の減免の減免

13,000円分13,000円分の商品券をの商品券を10,000円10,000円でで５万冊５万冊発行発行
（旧津山地域４万冊　勝北、加茂、阿波、久米１万冊）（旧津山地域４万冊　勝北、加茂、阿波、久米１万冊）



45

5/15（金） 5月臨時会 議場にて

期期
末
手
当
の
減
額

末
手
当
の
減
額

当当
局
へ
提
言
書
提
出

局
へ
提
言
書
提
出

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

市
民
へ
の
影
響
を
受
け
、
議
会
で
は
令
和
２
年
６
月
と

12
月
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
20
％
減
額

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
条
例
改
正
議
案
を
５
月
臨
時
会

　

議
会
の
総
意
と
し
て
ま
と
め
た
14
項
目
か
ら
な
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
す
る
提
言
書
」

を
当
局
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
５
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
期
末
手
当
の
減
額

分
を
、
提
言
内
容
も
含
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
充
当
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

提
言
書
（
※
一
部
抜
粋
）

　
地
域
商
品
券
を
発
行
し
、
早
急
に
生
活
・
経
済

支
援
を
行
う
こ
と
。

　
感
染
者
や
そ
の
家
族
・
医
療
従
事
者
に
対
す
る

偏
見･

差
別
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

　
医
療･

福
祉･

教
育
等
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る

衛
生
資
材
の
供
給
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
学
習
環
境
整
備
を
早
急
に
進
め
、
児
童
生
徒
・

保
護
者
・
教
職
員
の
不
安
軽
減
に
努
め
る
こ
と
。

を
る

身
き

議会
の声 いくら減額されるの？

 期末手当
　 １，０８９万６，４５２円　を減額

減　

額　

後

減　
額　
前

市長に提言書を提出する正副議長（5/20 庁議室にて）

議 会 はどう
そ の 時

動 い た ？

に
提
出
し
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
合
計
１
，
０
８
９
万
円
の
期
末

手
当
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

６月期末手当 12月期末手当

議員一人 74万8,650円 79万1,430円

議 長 89万3,550円 94万4,610円

副 議 長 82万9,150円 87万6,530円

合 計 2,118万7,600円 2,239万8,320円

６月期末手当 12月期末手当

議 員 一 人 93万5,812円 98万9,287円

議 長 111万6,937円 118万0,762円

副 議 長 103万6,437円 109万5,662円

合 計 2,648万4,486円 2,799万7,886円

5/15　5月臨時会 議場にて
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他
に
も
提
案
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
対
策

コ ロ ナ
ウイルス
対 策

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

助

成

合
宿
誘
致

発

行

·

教
育
旅
行

ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
域
商
品
券

修
正
案
を
提
出

修正案に対する採決結果
（白色→修正案に賛成　青色→修正案に反対）

小
規
模
事
業
者
へ
20
万
円

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出

連
合
町
内
会
へ
支
援
金
給
付
津
山
産
食
材
で
学
生
を
応
援

特
別
定
額
給
付
金
事
業

　
　
　
　
推
進
室
を
設
置

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売
の
促
進

事
業
費　
３
，
０
０
０
万
円

事
業
費　
　
　
９
５
０
万
円

事
業
費　
　
　
２
８
０
万
円

事
業
費　

５
億
６
，
０
０
０
万
円

事
業
費　
８
０
０
万
円

事
業
費　
１
億
円

本会議での質問問
問当事業の拡充についての方向

性は？（6/9本会議）

答事業所が市外の市民の方や、
事業所が市内の市外の方など
が他の自治体からの支援を得
られない状況にあることや、
休業の長期化から５月以降の
売上減少が懸念されるなど
様々な相談を受けていること
から、要件等を改める方針で
あり、制度拡充は第３次補正
予算編成の中で検討する。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
「
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
次
）
」
に

対
し
て
、
河
本
英
敏
議
員
ほ
か
２
名
か

ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
修
正

案
の
内
容
は
、
教
育
旅
行
助
成
事
業
と

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
誘
致
事
業
拡
充

を
取
り
や
め
、
低
迷
す
る
個
人
消
費
の

喚
起
策
と
し
て
発
行
す
る
地
域
商
品
券

の
発
行
部
数
の
増
刷
を
求
め
る
も
の
で

し
た
。
討
論
の
後
、
修
正
案
の
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
決

し
、そ
の
後
、
補
正
予
算
の
原
案
に
対

す
る
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
寿
治 

議
員

　

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
と

は
言
え
な
い
中
で
も
全
国

的
に
ス
ポ
ー
ツ
等
に
対
す

る
様
々
な
動
き
が
出
始
め

て
お
り
、
削
除
を
提
案
さ

れ
た
２
事
業
に
つ
い
て

も
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
考
え
の
み
で

手
を
こ
ま
ね
き
、
収
束
し
て
か
ら
誘
致
活

動
を
始
め
た
の
で
は
遅
い
と
考
え
る
。
今

の
う
ち
に
津
山
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
お
く
こ
と

が
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
て
い
る
業
界
へ
の

支
援
と
同
様
に
津
山
市
が
今
後
生
き
て
い

く
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
修

正
案
に
反
対
す
る
。

修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

私
は
こ
う
考
え
る

休業等で大幅に売上が減少した小規
模事業者へ確実な事業継続や事業
再起のため支給。

マスク着用や手指消毒等、新しい生活様
式を実践しながらの地域コミュニティ活
動再開に役立ててもらえるよう支援金を
給付します。

予算額約102億円からなる特別定額給付金
事業を推進するため5/15予算可決後設置。
10万円が市民へ迅速に届くよう、申請書送
付から給付までを全庁的に取り組みます。

飲食店への売上支援のため、旧国際ホテ
ル跡地でのテイクアウトによる販売促進
事業を支援します。

市内から県外へ就学、または県外出身で
市内に就学している学生のうち、帰省を自
粛している方に津山産の食材を送ります。

委員会での意見
　中心市街地は店舗数が多く、まずはそこの賑わいを取り戻すことに主眼を置い
た施策であることは理解するが、中心市街地だけでなく郊外や周辺地域にも手
を差し伸べる経済対策を第３次補正予算で提案していただきたい。（6/15委員会）

５月
提案

アルネ・津山４階に相談窓口を設置

６月
提案

７月
提案

多くの人で賑わう商店街(2016年撮影）

写真は実際の商品

中心商店街の飲食店等で使用でき
るクーポン券を発行します。

（2千円以上の購入者に対し千円の
クーポン券を発行。5千枚を発行予定）

市内全域の飲食店利用を促すため
飲食店やタクシー等に使えるクーポ
ン券を発行します。（７千円分のクー
ポン券を５千円で４万冊発行）

提案理由の説明を行う河本英敏議員（6/23議場にて）

修
正
案
を
提
案
し
た
理
由

　

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
と
は
言
え
な
い

中
、
県
外
か
ら
の
移
動
を
伴
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
教
育
旅
行
助
成
事
業
委
託
料

１
４
０
万
円
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
誘
致

事
業
補
助
金
の
拡
充
６
０
０
万
円
を
削
除

し
、
削
除
し
た
予
算
を
地
域
商
品
券
発

行
事
業
補
助
金
に
充
て
、
よ
り
多
く
の

商
店
、
飲
食
業
界
に
良
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
で
地
域
経
済
の
回
復
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
本
修
正
案
を
提
案
す
る
。
な

お
、
削
除
す
る
２
事
業
に
つ
い
て
は
事
業

の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
時
期
尚
早
で
あ

り
、
感
染
拡
大
を
助
長
し
か
ね
な
い
と
考

え
る
。

修正を求める事業
事業名 修正前 修正後

教育旅行助成事業委
託料 140万円 0

スポーツ大会・合宿
誘致事業補助金 600万円 0

新型コロナウイルス
対策地域商品券発行
事業補助金

２億円 ２億740万円

何
を
、
ど
う
修
正
す
る
？

否
う

賛
問

※写真は議場内ディスプレイに表示される表決画面です
※岡安謙典議員は議長のため採決には加わりません

より確実な事業の継続や再起、新規創業を支援する
ため対象となる要件を拡充。

　事業費　4,000万円（総事業費　６億円）

事業拡充が提案されました。(７月臨時会)

６月
提案

５月
提案

７月
提案

市
内
全
域
対
象
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
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市政のあり方を問う！

8

新型コロナウイルス感染症の対応・対策

全庁的に取り組む特別定額給付金事業（一人10万円給付）

●政治家は、地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れは禁止されています。

般 質 問一

市
政
の
あ
り
方
を
問
う
！

ページ 質 問 者 質　問　内　容

９ 未来 新型コロナウイルス感染症の対応・対策

10 市民が第一 感染症関連対策の施策とその状況は

11 令和倶楽部 新型コロナウイルスを契機に生活様式を考える

12
公明党 

津山市議団
コロナ危機対策を強力に推進すべき！！

13
津山自由 
民主倶楽部

『コロナウイルス』収束後の津山市の在り方

14
日本共産党 
津山市議団

水道料金を減免・市民支援策へのメッセージ

15 三浦ひらく 全ての子どもたちに寄り添った教育を！

一般質問とは
　議員が市の行政全般について、市長など執行機関に方針や疑問点を質問するものです。質問内容の詳細は

津山市議会ホームページの「会議録検索」などでもご覧いただけます。（９月定例会初日に公開予定）

　また、各ページのＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、質問の様子（録画映像）を見ることができます。

6月定例会

　この度の一般質問は新型コロナウイルス
感染リスク軽減などの観点から、会派にお
いては代表質問制、無会派の議員について
は個人質問制とし、一般質問期間を通常５
日程度で実施するところを２日に短縮して
実施しました。

特
別
定
額
給
付
金

問　

特
別
定
額
給
付
金
の
最
新
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

答　

６
月
８
日
時
点
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
約
８
０
０
件
、
郵
送
等

が
約
４
万
１
，
０
０
０
件
で
、
対

象
世
帯
の
約
９
割
か
ら
申
請
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
内
、
支
払
い
が

完
了
し
た
の
は
、
３
万
２
０
０
件

で
あ
る
。
今
後
は
、
日
平
均
で
２
，

０
０
０
件
の
支
払
い
を
予
定
し
て

い
る
。

地
域
商
品
券

問　

地
域
商
品
券
の
事
業
実
施
の

内
容
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

平
成
27
年
に
実
施
し
た
付
加

価
値
２
割
を
上
回
る
３
割
と
し

た
。
発
行
は
、
前
回
同
様
「
津
山

商
工
会
議
所
」「
作
州
津
山
商
工
会
」

を
通
じ
て
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

発
行
額
は
５
億
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム

分
を
合
わ
せ
た
総
額
は
６
億
５
，

０
０
０
万
円
と
し
て
い
る
。

小
規
模
事
業
者
緊
急
支
援
事
業

問　

小
規
模
事
業
者
緊
急
支
援
事

業
の
進
捗
状
況
と
現
時
点
で
対
象

外
と
な
る
方
に
対
し
て
、
要
件
等

を
拡
充
し
て
は
。

答　

申
請
件
数
は
、
１
，
２
２
６

件
で
あ
る
。
本
事
業
の
要
件
や
対

象
月
、
申
請
期
間
を
改
め
る
方
針

で
あ
る
。

公
立
大
学

問　

公
立
大
学
の
構
想
検
討
が
含

ま
れ
る
「
有
識
者
会
議
」
は
、
い

つ
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答　
「
中
・
高
等
教
育
機
能
の
あ
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
６

月
30
日
の
開
催
に
向
け
、
調
整
中

で
あ
る
。

学
校
教
育

問　

学
校
教
育
で
、
臨
時
休
業
の

取
り
戻
し
を
夏
季
休
業
期
間
の
短

縮
等
で
対
応
す
る
案
が
示
さ
れ
た

が
、ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
の
か
。

答　

前
年
度
末
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
学
び
直
し
に
つ
い
て
は
、
各
校

で
４
月
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

猛
暑
の
中
で
は
エ
ア
コ
ン
の
あ
る

教
室
で
の
授
業
を
中
心
に
実
施
す

る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
負
担
に
考

慮
す
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

問　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
実

施
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答　

現
在
、
機
種
及
び
業
者
選
定

作
業
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
７

月
上
旬
に
国
へ
の
交
付
申
請
、
７

月
中
旬
の
交
付
決
定
を
経
て
、
11

月
か
ら
、
順
次
、
各
学
校
へ
搬
入

す
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。

未
　
　
来

勝浦正樹　　髙橋寿治　　村上祐二
安東伸昭　　　政岡哲弘　　　中島完一
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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

令
和
倶
楽
部

新型コロナウイルスを契機に生活様式を考える

河本英敏　村田隆男　河村美典　政岡大介　近藤吉一郎

市
民
が
第
一

感染症関連対策の施策とその状況は

※2　ＲＰＡ…ソフトウェア・ロボットによる業務自動化技術 ※1　ＧＩＧＡスクール構想…児童生徒向けの１人１台端末整備や高速大容量通信ネットワークの整備など、
　　　ＩＣＴ教育環境を整え、創造性を育む教育を実現し次世代の人材を育てる国の構想

予
算
編
成

問　

補
正
予
算
（
第
２
次
）
に
込

め
た
市
長
の
思
い
は
。

答　

第
１
次
補
正
予
算
で
計
上
で

き
な
か
っ
た
感
染
症
収
束
ま
で
の

追
加
支
援
策
と
収
束
後
を
見
据
え
、

特
に
注
力
す
べ
き
独
自
の
景
気
対

策
事
業
を
中
心
に
編
成
し
た
。
市

民
生
活
や
経
済
活
動
の
速
や
か
な

回
復
を
支
援
し
て
い
く
。

問　

補
正
予
算（
第
１
次
）に
計
上

さ
れ
た
学
生
支
援
の
実
施
状
況
は
。

答　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居

住
す
る
市
外
出
身
の
学
生
に
対
し

て
、
一
人
当
た
り
１
万
円
を
支
給

す
る
学
業
継
続
支
援
事
業
は
、
美

作
大
学
及
び
津
山
高
専
を
通
じ
て

５
０
０
件
以
上
の
申
請
が
あ
っ
た
。

頑
張
る
学
生
応
援
事
業
は
合
計
約

９
５
０
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

学
び
の
保
障

問　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障

の
た
め
、
教
育
委
員
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
い
、
学
校
教
育
活
動

は
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
い
か

な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
子
ど
も

た
ち
に
は
学
び
や
体
験
の
機
会
を

提
供
し
、
保
障
す
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
教
育
関
係

者
の
使
命
で
あ
る
。
学
校
再
開
以

降
の
教
職
員
の
多
忙
な
状
況
を
踏

ま
え
、
国
・
県
の
動
向
に
注
視
し

な
が
ら
学
校
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を

検
討
し
て
い
く
。
今
後
も
各
学
校

に
お
い
て
、
学
び
の
保
障
に
専
念

で
き
る
よ
う
様
々
な
手
立
て
を
講

じ
て
い
く
。

教
育
環
境
整
備

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
よ
り
、

新
時
代
の
学
校
教
育
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
。

答　

一
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末

整
備
に
よ
り
個
別
学
習
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
調
べ
学
習
、

外
部
の
他
者
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

考
え
を
深
め
合
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
登
校
で
き
な
い
状

況
で
も
、
先
生
や
友
だ
ち
と
双
方

向
で
つ
な
が
り
合
う
学
習
活
動
が

期
待
で
き
る
。

効率的な事務処理を！ 新たな教育環境に期待されることは？（文部科学省ＨＰより）

秋久憲司　金田稔久　西野修平　竹内靖人　田口浩二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
本
市
経
済
へ
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答　
業
種
別
で
は
、「
卸
・
小
売
」、

「
サ
ー
ビ
ス
業
」、「
製
造
業
そ
の
他
」

に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

国
が
示
し
た
「
新
し
い
生
活

様
式
」
へ
の
対
応
は
不
可
欠
で
あ

り
、
様
々
な
分
野
で
、
状
況
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
や
対
策

を
講
じ
て
い
く
。
飲
食
・
小
売
業

へ
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
や
プ

レ
ミ
ア
ム
率
30
％
の
地
域
商
品
券

の
発
行
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
旅
行
助
成
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
合
宿
誘
致
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
備
え
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　

市
民
の
生
活
を
守
り
、
必
要

不
可
欠
な
業
務
を
遂
行
し
て
い
く

た
め
に
衛
生
品
の
備
蓄
を
す
る
。

教
育
現
場
で
は
、
今
回
、
入
手
困

難
と
な
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

の
代
替
品
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

通
信
環
境
整
備

問　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想（
※

１
）」
で
整
備
す
る
Wi‒

Fi
環
境
を
、

災
害
時
に
活
用
で
き
な
い
か
。

答　

教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
検
討

が
必
要
と
な
る
。
環
境
整
備
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

業
務
効
率
化

問　
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
に
、

多
大
な
労
力
と
時
間
が
か
か
っ
た

が
、
Ｒ
Ｐ
Ａ（
※
２
）は
導
入
し
て

い
る
の
か
。

答　

保
育
施
設
入
所
認
定
事
務
に

お
い
て
、
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

事
務
処
理
の
効
率
化
は
高
ま
っ
た

が
、
デ
ー
タ
の
電
子
化
で
課
題
も

見
つ
か
っ
た
。
今
後
、
申
請
書
類

の
電
子
化
を
検
討
す
る
中
で
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

財
政

問　
今
後
の
財
政
の
見
通
し
は
。

答　

事
業
・
経
費
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
。
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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

●政治家は、葬式の花輪・供花は禁止されています。

『コロナウイルス』収束後の津山市の在り方 コロナ危機対策を強力に推進すべき！！

●政治家は、お歳暮やお年賀は禁止されています。

新型コロナウイルス関連の経営相談窓口を設置している「つやま産業支援センター」

公
明
党
津
山
市
議
団原行則　　　広谷桂子　　　岡安謙典

経
済
・
雇
用

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
津
山
圏
域
の
経
済
、

雇
用
の
状
況
は
。

答　

４
月
に
発
表
さ
れ
た
国
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
県
内
は
、
経
済
活

動
が
抑
制
さ
れ
、
足
元
で
急
速
に

下
押
し
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
個
人
消
費
及
び
生
産
活
動

に
つ
い
て
も
、
弱
い
動
き
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
商
工
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
民

間
の
調
査
で
は
、
幅
広
い
分
野
・

業
種
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
お
り
、
津
山
圏
域
の

経
済
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

雇
用
の
状
況
は
、
４
月
の
有
効

求
人
倍
率
が
１
・
43
倍
で
、
前
月

に
比
べ
る
と
０
・
22
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

市
民
を
応
援
す
る
よ
う
な
施

策
が
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

厚
生
労
働
省
通
知
に
よ
り
、

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
効
果
的

な
対
策
の
一
例
と
し
て
示
さ
れ
た

水
道
料
金
の
減
免
等
に
つ
い
て
、

市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
現
在
と

り
か
か
っ
て
い
る
第
３
次
補
正
予

算
を
編
成
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

問　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
感
染

症
対
策
は
。

答　

消
毒
液
は
、
依
然
と
し
て
品

薄
状
態
だ
が
、
在
庫
確
認
を
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。
登
校
前
に

体
温
測
定
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

非
接
触
型
体
温
計
の
購
入
手
続
き

を
進
め
、
小
・
中
学
校
に
配
布
予

定
で
あ
る
。

問　

感
染
予
防
の
視
点
か
ら
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
手
洗
い
場
の

整
備
が
必
要
だ
が
。

答　

感
染
防
止
対
策
予
算
を
活
用

し
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
状
況
に
応

じ
た
手
洗
い
場
の
設
置
を
含
む
環

境
整
備
等
に
対
応
し
て
い
く
。

教
育

問　

こ
の
度
の
学
校
休
業
で
、
学

ぶ
事
の
出
来
な
か
っ
た
学
習
指
導

計
画
は
。
ま
た
、
教
員
の
加
配
等

人
的
な
強
化
は
ど
う
す
る
か
。

答　

夏
季
休
業
期
間
を
短
縮
し
、

代
替
期
間
で
確
保
す
る
。
ま
た
、

補
充
学
習
等
を
実
施
す
る
人
的
強

化
を
図
り
、
学
び
を
支
援
す
る
体

制
を
整
え
る
。
さ
ら
に
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
拡
充

津
山
自
由
民
主
倶
楽
部森岡和雄　　　吉田耕造　　　津本辰己

財
政

問　

財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
と
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
と
の

整
合
性
は
。

答　

財
政
構
造
改
革
に
向
け
た
取

り
組
み
方
針
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
の
両
面
か
ら
事
務
事
業
を
見

直
し
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

規
模
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
令

和
12
年
度
の
基
金
残
高
10
億
円
の

確
保
を
目
標
と
し
た
。
コ
ロ
ナ
対

策
は
、
大
き
な
財
政
出
動
を
伴
う

が
、
市
民
生
活
、
経
済
活
動
の
速

や
か
な
回
復
の
た
め
に
必
要
な
財

政
負
担
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

財
政
構
造
改
革
の
道
の
り
は
厳
し

い
が
、
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

特
別
定
額
給
付
金

問　

特
別
定
額
給
付
金
は
、
支
給

の
ス
ピ
ー
ド
を
争
う
こ
と
が
政
策

に
な
っ
て
い
る
が
、
国
が
明
確
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
打
ち
出
す
べ
き

で
は
。

答　

今
回
の
給
付
金
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
国
が
行
う
も
の
で
あ

る
た
め
、
標
準
と
な
る
全
国
一
律

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
打
ち
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
で
的

確
な
給
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
思
う
。

経
済
対
策

問　

津
山
の
経
済
は
、
瀕
死
の
状

態
の
手
前
。
拠
点
都
市
津
山
の
次

な
る
一
手
、
第
２
弾
、
３
弾
の
経

済
対
策
は
。

答　

地
域
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現

状
は
明
ら
か
で
あ
り
、
事
業
者
や

市
民
の
切
実
な
声
を
い
か
に
市
政

に
反
映
し
て
い
く
か
が
、私（
市
長
）

に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
確
信
し
て

い
る
。
本
市
独
自
の
小
規
模
事
業

者
緊
急
支
援
事
業
の
拡
充
を
は
じ

め
、
新
た
な
対
策
に
つ
い
て
も
進

め
て
い
く
。

問　

み
ら
い
戦
略
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

な
ど
の
有
識
者
を
招
へ
い
し
、
コ

ロ
ナ
収
束
後
の
本
市
経
済
の
在
り

方
を
議
論
す
る
場
の
考
え
は
。

答　

経
済
分
野
の
専
門
家
や
、
本

市
の
み
ら
い
戦
略
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

な
ど
か
ら
、
高
い
知
見
に
基
づ
い

た
提
言
や
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と

は
、
大
変
有
効
な
手
法
で
あ
り
、

近
々
に
専
門
家
会
議
を
開
催
し
た

い
。

津山の経済復活に向けて

し
、
心
の
ケ
ア
に
努
め
る
。
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市政のあり方を問う！

●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています　

全ての子どもたちに寄り添った教育を！

問　

保
護
者
が
要
請

し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
不
誠
実
だ
と
思

わ
れ
る
対
応
が
あ
っ

た
事
実
を
把
握
し
て

い
る
。
適
切
な
合
意

形
成
が
で
き
て
い
る

の
か
。

答　

個
々
の
教
育
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
選
択
肢
か
ら
最
も

適
切
な
判
断
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
立
場
に
寄

り
添
い
な
が
ら
真
摯

に
対
応
し
て
い
く
。

就
学
猶
予
制
度

問　

超
低
出
生
体
重

児
な
ど
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
子
ど
も

の
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
就
学
猶
予
制

度
適
用
等
の
当
事
者

の
希
望
に
で
き
る
限

り
寄
り
添
っ
た
措
置

が
必
要
で
は
。

答　

早
期
か
ら
の
教

育
相
談
・
支
援
を
行

い
、
合
意
形
成
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
保
護
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
は
義
務

で
あ
り
、
可
能
な
限

り
意
向
を
尊
重
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
。

水道料金を減免・市民支援策へのメッセージ

市民の暮らしを守る 

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団美見みち子　　　中村聖二郎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
被
害

か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
他
市
で
は
水
道

基
本
料
金
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
、
総
社
市
が
４
ヵ
月
無

料
化
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
で
基

本
料
金
を
４
ヵ
月
免
除
し
た
場
合

の
減
免
額
は
。

答　
約
２
億
円
の
減
免
と
な
る
。

問　

水
道
条
例
第
30
条
で
「
管
理

者
は
、
公
益
上
そ
の
他
特
別
の
理

由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
料
金

等
を
減
免
で
き
る
」
と
あ
る
。
現

在
の
状
況
が
特
別
の
理
由
に
値
す

る
の
で
は
。

答　

多
額
の
減
収
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
、

耐
震
化
事
業
な
ど
へ
の
影
響
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

問　

水
道
料
金
減
免
が
市
民
の
暮

ら
し
を
守
り
、
こ
の
困
難
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
乗
り
越
え
る

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
す
れ
ば

水
道
局
の
収
入
減
に
対
し
、
一
般

会
計
か
ら
の
補
填
と
い
う
措
置
で

検
討
し
て
は
。

答　

水
道
料
金
減
免
は
、
厚
生
労

働
省
通
知
に
お
い
て
、
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
効
果
的
な
対
策
の

一
例
と
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
と

り
か
か
っ
て
い
る
補
正
予
算
編
成

を
行
う
上
で
、
参
考
と
し
た
い
。

問　

水
道
料
金
減
免
は
、
市
長
が

「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
え
ば
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
の
で
は
。

答　

本
市
の
実
情
を
注
視
し
な
が

ら
判
断
し
て
い
く
。

問　
「
学
校
再
開
に
向
け
て
の
留
意

事
項
」
の
中
で
、「
人
と
の
間
隔
を

約
２
メ
ー
ト
ル
空
け
密
接
を
避
け

る
」と
あ
る
。
市
内
の
各
学
校
は「
密

接
を
避
け
る
」
教
室
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

教
室
等
で
は
、
座
席
間
を
離

し
て
着
席
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒

間
の
距
離
を
１
メ
ー
ト
ル
程
度
離

す
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
距
離
の
確
保
が
難
し
い
学
級

は
、
マ
ス
ク
着
用
と
こ
ま
め
な
換
気

を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

超低出生体重児とは1,000ｇ未満で産まれた新生児

三浦ひらく

あの質問Q その後どうなった！？その後どうなった！？

故人の死亡届提出後の手続きをスムーズにするため「お悔やみの案内係」を設けては？

その時の答え 住民サービスの向上のため前向きに検討したい。

令和２年６月１日から、本庁舎１階７番窓口に亡くなられた
市民の方に関する各種手続きをワンストップで行える「おく
やみ窓口」を開設。（事前予約制）
おくやみ窓口では、遺族の負担を軽減するため、手続きに必
要な書類を一つの窓口で用意し、手続きの簡略化とサポート
に努めている。

その後の状況 …

市政のあり方を問う！

みんちゃい94号より（令和元年６月定例会）

請願
審査

私はこう考え
る

６月定例会では２件の請願が提出され審議を行いました。
　請願第１号　津山市郊外の高速インターネット網に関する請願 　   ⇒　採択
　請願第２号　「日本政府に核兵器禁止条約の調印・批准を求める」
　　　　　　　意見書採択を求める請願　　　　　　　　　　　　　　⇒　継続審査

請願第２号を「継続審査」とすることに対する討論

美見みち子議員 秋久憲司議員 安易な継続審査は避けるべき被爆者の切なる願い
　近年、日本を含む世界の情勢
は核兵器を「悪魔の兵器」と断
定し、核兵器そのものの禁止へ
大きく舵が切られている中、被

爆75周年を迎えた今年、被爆者の切なる願
いに応え日本政府として調印し批准すること
が何よりも求められると考える。そのことか
ら本請願を採択するべきと考えるため、継続
審査とすることに反対する。

　委員長報告で「国の問題だか
ら地方議会で扱う内容ではない
との意見があった」とあるが、
これは地方議会の声を国に届け

る意義を否定することである。また、議会で
は可否の判断をなるべく行うべきであり、安
易に継続審査とすることは議会の機能低下を
招くことからも十分な議論を深め、結論を出
してほしいので継続審査に反対する。
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第18回 みんちゃいクイズ

　美作高校写真部はいつも『みんちゃい』
では人物を撮るように頑張っています。今
回はコロナ対策のため、人物を避け、いつ
もの場所を素敵に撮れるように心がけてみ
ました。

〔
ご
意
見
〕
６0
代　
女
性

　

早
く
、
国
際
ホ
テ
ル
跡
地
の
活
用
を
望
ん
で
い

ま
す
。

（
回
答
）
１
日
で
も
早
く
、
市
民
に
役
立
つ
良
い

活
用
方
法
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
当
局
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
（
行
）

〔
ご
意
見
〕
60
代　
女
性

　

以
前
は
、
い
つ
で
も
テ
レ
ビ
で
河
川
の
水
位
を

確
認
で
き
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
、
注
意
報
や

警
報
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
し
か
確
認
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
が
迫
っ
て
か
ら
で
は
遅
く
、
以
前
の
よ
う

に
い
つ
で
も
水
位
を
確
認
で
き
る
方
法
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

（
回
答
）
デ
ー
タ
放
送
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

観
測
所
ご
と
の
水
位
変
化
情
報
を
地
図
形
式
で
表

示
す
る
方
法
か
ら
、
氾
濫
注
意
水
位
以
上
に
達
し

た
河
川
名
等
を
表
示
す
る
方
法
へ
、
デ
ー
タ
容
量

等
の
関
係
か
ら
変
更
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
、
常
時
、
河
川
水
位
を
確
認
す

る
方
法
と
し
て
は
、
設
置
さ
れ
て
い
る
水
位
計
を

も
と
に
し
た
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
、

「
お
か
や
ま
防
災
ポ
ー
タ
ル
」
を
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
（
憲
）

今月の表紙 ～美作高校 写真部～お便り紹介 ～ご意見にお答えします～

次の２問にご回答ください。
①もう受け取りましたか？
　特別定額給付金の給付額　　 
　は一人いくら？
　⇒○○万円
②津山市のコロナ対策予算　
　額の合計は？
　⇒○○○億円

正解者の中から抽選でプレゼント

Ⓐ図書カード（500 円）５名様
または
Ⓑあば温泉無料入浴券（５枚）

５名様

　当選者の発表はプレゼントの
発送をもって代えさせていただ
きます。
（応募締切）
令和 2年 9月18日（消印有効）

«応募方法»
　ハガキに「答え（2問）、
議会だよりの感想、議会
への意見、住所、氏名、年齢、
性 別 、希 望 のプレゼント

（ⒶまたはⒷ）」をご記入
のうえお送りください。

«宛先»
〒７０8－8 5 0 1
津山市山北5 2 0
　津山市議会事務局あて

編 集 後 記
広報調査特別委員会 〔委員長〕吉田耕造 〔副委員長〕原行則
　　　　　　　　　 〔委　員〕秋久憲司　岡田康弘　勝浦正樹　近藤吉一郎　中村聖二郎

　５、７月臨時会、６月定例会は新型コロナ議会です。
国のコロナ危機対策の補正予算に対応して、130億
円の予算で生活、経済支援策を進めます。（行）

　コロナ感染症により不安な時期を過ごされたと思
います。これからは早寝早起き、栄養バランスなど
で自己免疫力を高めましょう。（憲）

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）にご協力ください。

賛否
一覧

議員は何をどう判断した？
※　○：賛成　×：反対　※　賛否状況は電子表決システムの記録に基づいて作成しています。
※　岡安謙典議員は議長のため、採決には加わりません。
※　その他の議案等は全員一致で可決、同意となりました。
※　５月臨時会で賛否が分かれた議案はありませんでした。 議案一覧はこちら

提案
議会

議案 
番号

議員名　　　

　　 議案名

秋
久
憲
司

安
東
伸
昭

岡
田
康
弘

勝
浦
正
樹

金
田
稔
久

河
村
美
典

河
本
英
敏

近
藤
吉
一
郎

髙
橋
寿
治

田
口
浩
二

竹
内
邦
彦

竹
内
靖
人

津
本
辰
己

中
島
完
一

中
村
聖
二
郎

西
野
修
平

原  　

行
則

広
谷
桂
子

政
岡
哲
弘

政
岡
大
介

松
本
義
隆

美
見
み
ち
子

三
浦
ひ
ら
く

村
上
祐
二

村
田
隆
男

森
岡
和
雄

吉
田
耕
造

審議結果

賛 
成

: 反 
対

議決
結果

６月
定例会 第６号 令和2年度津山市一般会計補正予算（第2次） × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ 19 : 8 可決

６月
定例会

請願
第１号

津山市郊外の高速インターネット網に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25 : 2 採択

７月
臨時会

第14号
第15号

令和2年度津山市一般会計補正予算（第３次）
令和2年度津山市水道事業会計補正予算（第１次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 : １ 可決

継続審査とすることの賛否を問う議決（請願内容の賛成・反対の表明をするものではありません。）
６月

定例会
請願

第2号
「 日 本 政 府 に 核 兵 器 禁 止 条 約 の 調 印 ・ 
批准を求める」意見書採択を求める請願 × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × ○ ○ 17 : 10 継続

審査


